
 
キャンプ・ハンセン内レンジ３における米陸軍射撃場建設に 
反対する意見書 

 
 
平成 19 年 8 月 10 日金武町は、在沖米陸軍がキャンプ・ハンセン内レンジ３を改修

し、小銃用の射撃場を米側予算で建設する旨の報告を受けた。 

 同施設建設の報告は、金武町民とりわけ伊芸区民にとって、レンジ４内米陸軍複合

射撃訓練反対運動として、キャンプ・ハンセン第１ゲート前にて早朝抗議活動を行っ

た記憶を蘇らせた。 

本町は、過去において米軍実弾演習に伴う被弾・流弾事故の発生に対して

非常に敏感な地域であり、レンジ４反対運動が最高潮に達し、約１万人が参加した 

緊急抗議県民集会の抗議表明から日米両政府は何一つ学んでいないと断じざるを  

得ない。 
米海兵隊実弾射撃場が数多く存在する本町にとって、基地負担増は明白であり、  

民間地域に隣接している地域で、これだけ多数の射撃訓練場が集中しており、極めて

異常な事態は明らかで、安寧な住民生活がおびやかされているのが実情である。 
米軍再編に伴って沖縄における米軍基地負担軽減が計画されているが現実は今般の

米陸軍射撃場施設建設及び陸上自衛隊の共同使用を含め、金武町に更なる負担を  

押し付けている状況である。 
よって、金武町議会は日米両政府の米陸軍射撃場建設の建設容認姿勢に抗議すると

ともに下記の事項が速やかに実現されるよう地方自治法第９９条の規定により意見書

を提出する。 

 

記 

 

１．キャンプ・ハンセン内レンジ３における米陸軍射撃場建設を即時中止すること 

 

 

 

平成１９年８月１７日 

沖縄県金武町議会 

 
 
 
 
  



キャンプ・ハンセン内レンジ３における米陸軍射撃場建設に 

対する抗議決議 
 

 

平成 19 年 8 月 10 日金武町は、在沖米陸軍がキャンプ・ハンセン内レンジ３を    

改修し、小銃用の射撃場を米側予算で建設する旨の報告を受けた。 

 同施設建設の報告は、金武町民とりわけ伊芸区民にとって、レンジ４内米陸軍複合 

射撃訓練反対運動として、キャンプ・ハンセン第１ゲート前にて早朝抗議活動を行った 

記憶を蘇らせた。 

本町は、過去において米軍実弾演習に伴う被弾・流弾事故の発生に対して

非常に敏感な地域であり、レンジ４反対運動が最高潮に達し、約１万人が参加した 

緊急抗議県民集会の抗議表明から日米両政府は何一つ学んでいないと断じざるを 

得ない。 

米海兵隊実弾射撃場が数多く存在する本町にとって、基地負担増は明白であり、 

民間地域に隣接している地域で、これだけ多数の射撃訓練場が集中しており、極めて

異常な事態は明らかで、安寧な住民生活が脅かされているのが実状である。 

米軍再編に伴って沖縄における米軍基地負担軽減が計画されているが現実は今般の

米陸軍射撃場施設建設及び陸上自衛隊の共同使用を含め、金武町に更なる負担を  

押し付けている状況である。 

よって、金武町議会はこれ以上の米軍基地機能の強化と負担増を断固認めない立場から、

キャンプ･ハンセン内レンジ 3 における米陸軍射撃場施設建設について強く抗議し、 

下記事項の早期実現を強く要求する。 

以上、決議する。 

 

記 

 

１．キャンプ・ハンセン内レンジ３における米陸軍射撃場建設を即時中止すること 

 

 

平成１９年８月１７日 

沖縄県金武町議会 

 

宛 先 

   駐日米国大使 

   在日米軍司令官 

   在沖米国総領事 

 



キャンプ・ハンセン内レンジ３における米陸軍射撃場建設に 

反対する要請決議 
 

 

平成 19 年 8 月 10 日金武町は、在沖米陸軍がキャンプ・ハンセン内レンジ３を    

改修し、小銃用の射撃場を米側予算で建設する旨の報告を受けた。 

 同施設建設の報告は、金武町民とりわけ伊芸区民にとって、レンジ４内米陸軍複合

射撃訓練反対運動として、キャンプ・ハンセン第１ゲート前にて早朝抗議活動を行った 

記憶を蘇らせた。 

本町は、過去において米軍実弾演習に伴う被弾・流弾事故の発生に対して

非常に敏感な地域であり、レンジ４反対運動が最高潮に達し、約１万人が参加した 

緊急抗議県民集会の抗議表明から日米両政府は何一つ学んでいないと断じざるを 

得ない。 

米海兵隊実弾射撃場が数多く存在する本町にとって、基地負担増は明白であり、 

民間地域に隣接している地域で、これだけ多数の射撃訓練場が集中しており、極めて

異常な事態は明らかで、安寧な住民生活が脅かされているのが実状である。 

米軍再編に伴って沖縄における米軍基地負担軽減が計画されているが現実は今般の

米陸軍射撃場施設建設及び陸上自衛隊の共同使用を含め、金武町に更なる負担を  

押し付けている状況である。 

よって、金武町議会は町民の生命と財産を守る立場から、下記事項が速やかに実現され

るよう関係機関へ強く働きかけて頂きたく要請します。 

 

記 

 

１．キャンプ・ハンセン内レンジ３における米陸軍射撃場建設を即時中止すること 

 

 

平成１９年８月１７日 

沖縄県金武町議会 

 

宛 先 

   沖縄県知事 

   沖縄県議会議長 

 


